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【年表】小堀の渡し（おおほりのわたし）～100年の歩み～
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　かつての利根川は大きく蛇行していた為、洪水に
よる
　被害が絶えませんでした。その為、河道を直線に
する

　工事の結果、地続きであった小堀地区は、利根川により分断されまし
た。
　このことがきっかけとなり、交通の不便を感じた地域住民が渡し舟を出し
　たことが「小堀の渡し」の始まりと想定されています。
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